
新年の誓い
　　　筆に託して 目次

「春の火災予防運動」実施します P04
「いで湯」をご存じですか！？ P04
子育て支援カレンダー P06
3 月 15 日に井手町解放文化祭 P07
図書館情報 P10

町の人口（2月１日現在）
男性 3,849 人
女性 4,046 人

計 7,895 人

広報いで　IDE TOWN PUBLIC RELATIONS

　井手町立多賀小学校（山野勉校長）で１月８日（木）、
新春恒例の校内書初め会が開かれ、授業で書を習う３
～６年生 67 人が、新年の誓いをこめて会場の体育館
で紙いっぱいに筆を走らせました。
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い
で
の
ま
ち
か
ど

オ
ウ
ツ

チ
ン
グ

消
防
防
災
へ
の
決
意
新
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
ヶ
丘
中
学
校
で
消
防
出
初
式

　

井
手
町
消
防
出
初
式
が
１
月
11

日
（
日
）、
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
井
手
町
消
防
団
、

京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
、
町

内
各
区
の
自
主
防
災
組
織
を
は
じ

め
、
消
防
防
災
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
、
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
入
場
行
進
等
に
続

い
て
汐
見
明
男
町
長
が
式
辞
を
、

綱
田
貞
二
団
長
が
訓
示
を
述
べ
ま

し
た
。

　

汐
見
町
長
は
こ
の
中
で
「
近
年
、

想
像
も
つ
か
な
い
大
雨
や
局
地
的

豪
雨
に
よ
っ
て
全
国
各
地
で
大
き

な
災
害
が
発
生
し
、
尊
い
命
が
奪

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
も
昨
年
１

年
間
、
大
雨
や
台
風
で
７
回
の
警

報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
都

度
、
消
防
団
の
皆
様
方
に
出
動
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
迅
速
、
適
切

な
対
応
に
よ
り
ま
し
て
、
大
き
な

被
害
も
な
く
今
日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
」
と
消
防
団
の
活
動
に
感
謝

を
伝
え
、「
近
年
の
数
々
の
自
然
災

害
を
見
て
、
住
民
の
防
災
に
対
す

る
関
心
も
年
々
高
ま
り
を
見
せ
て

お
り
、
そ
れ
だ
け
に
皆
様
へ
の
期

待
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
１
年
、
一
層
ご
精
進
し
て
そ

の
期
待
に
応
え
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
綱
田
団
長
は
、
訓
示
の
中

で
新
し
く
消
防
団
に
配
備
さ
れ
た

救
助
資
機
材
搭
載
型
消
防
自
動
車

を
紹
介
し
「
災
害
が
発
生
し
や
す

い
地
形
の
井
手
町
と
し
て
、
ぜ
ひ

欲
し
い
機
材
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
夢
が
現
実
の
も
の
と

な
り
光
栄
に
思
う
と
と
も
に
、
あ

ら
た
め
て
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。
皆
様
も
今
後
訓
練

に
励
ん
で
、
こ
の
立
派
な
車
両
を

的
確
に
使
い
こ
な
し
、
各
種
災
害

に
対
応
で
き
る
よ
う
よ
り
一
層
精

進
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
昨
年
４
月
に
退
団

さ
れ
た
前
分
団
長
、
古
川
和
男
さ

ん
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
優
良
消
防

団
員
に
対
す
る
表
彰
、
来
賓
の
祝

辞
に
続
い
て
、
恒
例
の
一
斉
放
水

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
、
表
彰
状
を
受
け
ら
れ

た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称

略
）

▽
京
都
府
消
防
協
会
表
彰

勤
功
章　

大
西
慎
也

精
績
章　

脇
田
英
訓

精
勤
章　

石
田
昭
仁
、
西
島
豊
広
、

上
島
大
輔
、
飯
田
順
之

▽
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
長

表
彰
＝
藤
川
勝
也
、
田
中
豪
、
森

島
英
之
、
中
坊
博
誠
、
藤
林
秀
徳
、

嶋
田
琢
馬
、藤
本
寿
詞
、奥
田
祐
一
、

菱
本
嘉
昭
、
大
倉
忍

▽
町
長
章
＝
坂
井
幸
一
郎
、
木
村

健
太
、
柳
本
悟
、
横
田
雄
大
、
中

坊
彰
秀
、
伊
庭
純
蔵
、
谷
口
慶
太
、

栗
田
敏
正
、植
田
明
彦
、脇
本
尚
憲
、

▽
団
長
章
＝
亀
田
優
作
、
綱
田
雄

太
、
中
田
幸
平
、
西
岡
佑
記
、
西

谷
尚
和
、
小
川
哲
史
、
辻
井
茂
弥
、

白
石
直
也
、
橋
本
秀
臣
、
森
田
素

之▽
精
勤
章
＝
岩
城
輝
和
、
田
中
誠
、

松
本
恭
儀
、
横
田
優
一
郎
、
中
坊

元
久
、
近
藤
大
祐
、
岩
瀬
亘
彦
、

岩
田
徹
也
、村
田
雄
哉
、窪
田
昇
治
、

　

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で

１
月
11
日
（
日
）、
井
手
町
成
人
式

が
行
わ
れ
、
来
賓
や
恩
師
か
ら
新

た
な
門
出
の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
男
性
42
人
、

女
性
49
人
の
91
人
で
す
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
の
門
出
を

祝
お
う
と
、
小
中
学
校
時
代
の
恩

師
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
が
出

席
。
奥
西
康
人
教
育
委
員
長
、
汐

見
明
男
町
長
、
木
村
武
壽
議
長
が

門
出
を
祝
福
す
る
言
葉
を
贈
る
と
、

新
成
人
を
代
表
し
て
山
本
基
人
さ

ん
が
「
誓
い
の
言
葉
」
を
述
べ
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、恒
例
の「
模
擬
投
票
」

が
行
わ
れ
、
受
け
付
け
を
済
ま
せ

た
新
成
人
た
ち
が
実
際
の
選
挙
と

同
じ
手
順
で
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

八
木
亮
天
、
五
百
藏
英
司
、
平
間

治
樹
、
山
中
賢

91
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

　
　

新
成
人
の
門
出
祝
う

訓示を述べる綱田団長 式辞を述べる汐見町長

お披露目された救助資機材搭載型消防自動車

出初式恒例の一斉放水

新成人を代表して誓いの言葉を述べる山本さん
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延
べ
２
８
６
人
が
健
脚
競
う

　
　
　
　

井
手
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
町
民
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

　

第
９
回
井
手
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・

第
23
回
町
民
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
、

１
月
18
日
（
日
）、
自
然
休
養
村
サ

ブ
セ
ン
タ
ー
前
を
発
着
点
に
行
わ

れ
、
参
加
し
た
選
手
た
ち
が
１
・
５

キ
ロ
、
２
・
５
キ
ロ
、
７
キ
ロ
の
３

つ
の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
は
、
小
学
１

年
生
か
ら
50
歳
代
ま
で
１
３
６
人
、

１
・
５
キ
ロ
を
走
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大

会
に
は
１
５
０
人
が
参
加
。

　

開
会
式
で
は
、
山
吹
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
の
西
島
宗
汰
君
が
元
気

い
っ
ぱ
い
に
選
手
宣
誓
を
行
い
ま

し
た
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
と
小
学
１
・
２

年
生
の
部
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
マ

ラ
ソ
ン
大
会
各
部
の
選
手
た
ち
が

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
前
を
相
次
い
で
ス

タ
ー
ト
。
選
手
た
ち
は
白
い
息
を

弾
ま
せ
な
が
ら
、
全
員
完
走
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

上
位
の
記
録
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

【
１
・
５
キ
ロ
】

　

小
学
生
１
・
２
年
男
子
の
部

▽
１
位
＝
平
山
相
太
（
６
分
12
秒
）

▽
２
位
＝
植
田
朋
寛
（
６
分
30
秒
）

▽
３
位
＝
外
山
雄
大
（
７
分
02
秒
）

　

小
学
生
１
・
２
年
女
子
の
部

▽
１
位
＝
河
本
真
依
（
６
分
39
秒
）

▽
２
位
＝
島
本
き
ゃ
ら
（
６
分
48

秒
）

▽
３
位
＝
古
川
心
那
（
８
分
27
秒
）

【
２
・
５
キ
ロ
】

　

小
学
生
３
・
４
年
男
子
の
部

▽
１
位
＝
柳
本
仁
平
（
11
分
26
秒
）

▽
２
位
＝
新
留
太
一
（
12
分
06
秒
）

▽
３
位
＝
木
田
凜
太
郎
（
12
分
38

秒
）

　

小
学
生
３
・
４
年
女
子
の
部

▽
１
位
＝
西
村
未
来
（
11
分
57
秒
）

▽
２
位
＝
植
田
真
妃
（
12
分
10
秒
）

▽
３
位
＝
木
村
南
智
（
12
分
51
秒
）

　

小
学
生
５
・
６
年
男
子
の
部

▽
１
位
＝
林
篤
輝
（
10
分
11
秒
）

▽
２
位
＝
植
田
天
（
10
分
14
秒
）

▽
３
位
＝
島
本
開
人
（
10
分
45
秒
）

　

小
学
生
５
・
６
年
女
子
の
部

▽
１
位
＝
野
田
真
愛
（
10
分
34
秒
）

▽
２
位
＝
福
島
萌
（
12
分
43
秒
）

▽
３
位
＝
西
迫
千
紘
（
12
分
49
秒
）

【
７
キ
ロ
】

　

中
学
生
男
子
の
部

▽
１
位
＝
塩
貝
太
輝
（
26
分
27
秒
）

▽
２
位
＝
佐
藤
駿
斗
（
26
分
31
秒
）

▽
３
位
＝
鈴
木
大
雅
（
27
分
16
秒
）

　

中
学
生
女
子
の
部

▽
１
位
＝
小
川
雛
乃
（
27
分
54
秒
）

▽
２
位
＝
脇
田
亜
優
（
31
分
34
秒
）

▽
３
位
＝
平
野
麻
依
（
34
分
39
秒
）

　

一
般
男
子
の
部
（
39
歳
以
下
）

▽
１
位
＝
市
場
祐
樹
（
28
分
12
秒
）

▽
２
位
＝
岩
城
輝
和
（
29
分
57
秒
）

▽
３
位
＝
北
川
拓
男
（
33
分
40
秒
）

　

一
般
女
子
の
部
（
39
歳
以
下
）

▽
１
位
＝
岡
田
有
美
子
（
32
分
04

秒
）

▽
２
位
＝
植
田
静
（
34
分
12
秒
）

▽
３
位
＝
中
田
宏
美
（
35
分
17
秒
）

　

一
般
男
子
の
部
（
40
歳
以
上
）

▽
１
位
＝
中
坊
敏
之
（
31
分
06
秒
）

▽
２
位
＝
中
坊
保
夫
（
33
分
52
秒
）

▽
３
位
＝
笠
原
功
治
（
38
分
58
秒
）

自動車の登録手続きは、お早めに
　自動車をお持ちの方で、名義変更、住所変更、
氏名変更、廃車（一時使用中止、解体）の手
続きなどが済んでないものはありませんか？

　年度末にあたる３月は、会社の決算期や自
動車税の課税期間の関係により、申請が年間
を通して最も集中します。また、今年度にお
いては、４月期に実施される税率の改正に伴
い、例年以上に登録申請が増えることが考え
られます。
　そのため、窓口が大変混雑し、何時間もお
待ちいただくこととなります。
　手続きは出来るだけ早く、３月中旬までに
お済ませください。

（登録手続き等の問い合わせ先）
　　　近畿運輸局京都運輸支局登録部門
　　　　　　　　　　　℡ 050-5540-2061

元気いっぱいにスタートする子どもたち

表彰を受ける上位入賞の選手たち
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たっぷりのお湯で心と体を癒しませんか？

入浴料　　　　大人１００円　　子ども （小学生まで） ５０円

持参物　　　　タオル ・ シャンプー ・ リンス ・ 石鹸など入浴用品はご持参ください

営業時間　　 午後４時３０分～午後９時００分

定休日　　　　日曜日

駐車場　　　　最大９台まで駐車可能

駐輪場　　　　最大１２台まで駐輪可能

設置者　　　　井手町

指定管理者　井手町共同浴場管理運営委員会

ＴＥＬ　　　　　 ０７７４－８２－５５３３

所在地　　　　井手町大字井手小字段ノ下４９番地の１

「いで湯」 をご存じですか！？

井手町内には共同浴場施設があります。

男湯 ・ 女湯ともに大浴場と小浴場があり、 井手町の綺麗な水と広い湯船で老若男女に親しまれている浴場施設です。

ぜひとも 「いで湯」 でゆっくりお風呂を満喫してみませんか？お気軽にお越しください。

　３月１日 ( 日）から７日 ( 土）までの１週間、全国一斉に春の火災予防運動が展開されます。
　冬から春へ季節が移り変わるこの時期は、空気が非常に乾燥して火災が発生しやすく、また強い
季節風により、大火になりやすい時期でもあります。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
　　　－３つの習慣・４つの対策－

３つの習慣
　○　寝たばこは、絶対やめる。
　○　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　○　ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
　○　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　○　寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
　○　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　○　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

お問合せ　　京田辺市消防署　井手分署　　ＴＥＬ　８２－３０００

『春の火災予防運動』実施します『春の火災予防運動』実施します
京田辺市消防署井手分署からのお知らせ京田辺市消防署井手分署からのお知らせ
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税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
の
期
間
は
２
月
16
日(

月)

か
ら

　

今
年
も
所
得
税
の
確
定
申
告
の

時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、

申
告
の
準
備
は
も
う
お
済
み
で
す

か
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
の
み
な
さ

ん
自
ら
が
一
年
間
の
所
得
と
税
金

を
計
算
し
、
申
告
・
納
税
す
る
申

告
納
税
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
申
告
し
な
い
で
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
た
り
、
間
違
っ
た
申

告
を
さ
れ
ま
す
と
あ
と
で
不
足
の

税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加

算
税
や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
を
す
る
と
き
は
、
一
年
間

の
収
入
を
も
う
一
度
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
申
告
漏
れ
が
見
受
け
ら

れ
る
主
な
収
入
・
所
得
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
不
動
産
所
得
】

・
農
地
や
空
き
地
を
駐
車
場
と
し

て
貸
し
た
場
合
の
収
入
。

・
ア
パ
ー
ト
や
貸
間
・
借
地
等
の

収
入
。

【
雑
所
得
】

・
知
人
や
会
社
な
ど
に
貸
し
付
け

た
お
金
の
利
子
。

・
公
的
年
金
（
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
・
共
済
年
金
）
の
収
入
。

【
給
与
所
得
】

・
パ
ー
ト
等
の
収
入
。

＊
平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
か
つ
、
公
的

年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
住
民
税
の
申
告
は
必

要
で
す
。
住
民
税
の
申
告
が
な
い

場
合
、
各
種
控
除
が
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
た
め
に
は
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
宇
治
税
務
署
（
℡
44
‐

４
１
４
１
）
ま
た
は
井
手
町
税
務

課
（
℡
82
‐
６
１
６
３
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
確
定
申
告
の
申
告
期
間
は
２
月

16
日
（
月
）
か
ら
３
月
16
日
（
月
）

ま
で
で
す
。

　

宇
治
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場

は
、
宇
治
税
務
署
１
階
で
す
。

２
月
16
日(

月)

～
３
月
16
日(

月)

ま
で
井
手
町
役
場
西
別
館
１
階
で

申
告
相
談
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

　

申
告
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

宇
治
税
務
署
に
案
内
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。（
例
え
ば
、
住
宅
借

入
金
特
別
控
除
の
初
年
度
申
告
や
、

土
地
・
建
物
・
株
式
等
の
譲
渡
所

得
申
告
、
青
色
申
告
な
ど
）

住
民
税
の
申
告
相
談
は
３
月
２
日

(

月)

か
ら

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
井

手
町
に
住
所
を
有
す
る
人
は
原
則

申
告
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

（
１
）
平
成
26
年
中
の
収
入
が
給

与
収
入
の
み
又
は
公
的
年
金
収
入

の
み
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払

平成 27 年度　　　住民税申告相談日程表
区　名 日　　時 場　所

多賀地区 ３月２日（月）
３月３日（火）

午前９時～
　　午後３時※

JA 京都やましろ
井手町支店

北 ３月４日（水）午前９時～
　午前 11 時半

人権交流センター
教養室

南 ３月５日（木） 〃 〃

上井手
田村新田 ３月６日（金） 〃 上井手区公民館

玉水 ３月９日（月）午前９時～
　　午後４時※

井手町役場
西別館１階

水無・高月 ３月 10 日（火） 〃 〃

石垣 ３月 11 日（水） 〃 〃

※正午～午後１時については除きます。

　

上
下
水
道
課
で
は
、
下
水
道
工

事
が
終
わ
り
供
用
開
始
に
な
り
ま

し
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
公
共

下
水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
整
備

さ
れ
た
下
水
道
も
、
地
域
に
居
住

す
る
み
な
さ
ま
が
積
極
的
に
活
用

し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
下
水

道
の
効
果
も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
快
適
な
生
活
環
境
を
築

く
た
め
に
も
、
下
水
道
に
接
続
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

台
所
や
風
呂
場
、
便
所
な
ど
か

ら
の
汚
水
を
公
共
下
水
道
に
接
続

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
排
水
設
備

工
事
は
、
必
ず
井
手
町
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
業
者
に
依
頼
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
は
、
新

た
に
供
用
開
始
さ
れ
た
日
か
ら
３

年
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
供

用
開
始
か
ら
３
年
以
上
経
過
し
て

も
接
続
を
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
へ

は
、
町
職
員
に
よ
る
戸
別
訪
問
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

報
告
書
（
年
末
調

整
が
済
ん
で
い
る

も
の
）
又
は
公
的

年
金
等
の
支
払
報

告
書
が
井
手
町
に

提
出
さ
れ
て
い
る

人
で
、
社
会
保
険

料
控
除
や
生
命
保

険
料
控
除
な
ど
の

控
除
を
新
た
に
受

け
よ
う
と
し
な
い

人
。

（
２
）
平
成
26
年

分
の
所
得
税
等
の

確
定
申
告
書
を
提

出
し
た
人
。

　

住
民
税
の
申
告

受
付
は
、
町
職
員

が
出
張
し
て
行
い

ま
す
。
日
程
は
別

表
の
と
お
り
で

す
。

　

な
お
、
申
告
書
は
２
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。（
送
付
が
な
い
場
合

で
も
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

◎
住
民
税
の
申
告
期
限
は
３
月
16

日
（
月
）
で
す
。

※
申
告
期
限
内
に
申
告
が
な
け
れ

ば
、
福
祉
関
係
の
給
付
や
国
民
健

康
保
険
料
な
ど
の
保
険
料
の
算
定

に
影
響
が
出
る
場
合
や
所
得
に
関

す
る
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

提
出
さ
れ
た
方
は
、
住
民
税
の
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
公
共
下
水
道
へ
の

　
　
　

接
続
の
お
願
い



広報いでH27-02 6

お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料）
【利用時間】　平日（月～金曜日）8：30 ～ 16：30 　土曜日 8：30 ～ 12：00
　　　　　　　　※料金やその他詳細は子育て支援センター（℡ 82 － 2232）までお問い合わせください

一時預かり

子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪

【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝日等を除く）９：３０～１６：００

2 月 　　行事予定　（行事がない日でも毎日遊びに来れます♪）
と　　　　　き 内　　容 場所・備考

12 日（木）10：00 ～ 12：00 安心感の輪
子育てプログラム②

対象：0 歳児の保護者
※申込制

13 日（金）10：30 ～ 11：30 たんぽぽ広場
「コップ袋づくり」

16 日（月）10：00 ～ 12：00 親子クッキング 対象：２歳児以上
※申込制

19 日（木）10：30 ～ 12：00 子育てサークル
さんさん会

23 日（月）10：00 ～ 12：00 おでかけ広場 西部公民館
24 日（火）10：00 ～ 11：40 すくすくクラブ 対象：1 歳半～ 2 歳半

※申込制
27 日（金）10：30 ～ 11：30 たんぽぽ広場

「コップ袋作り」
3 月

2 日（月） 10：30 ～ 12：00 リフレッシュ講座
「Fa(ther) テラピーエクササイズ」 ※申込制

3 日（火） 10：00 ～ 11：40 のびのびクラブ 対象：2 歳半～ 4 歳
※申込制

4 日（水） 10：30 ～ 12：00 子育てサークル
さんさん会

5 日（木） 10：30 ～ 11：30 わおんと遊ぼう♪ ※申込制

10 日（火）10：30 ～ 12：00 *hughug*
「ベビーマッサージ」 ※申込制

11 日（水）10：30 ～ 11：30 いづみ保育園園庭開放 いづみ保育園
※場所の記載のないものは、全て「子育て支援センター」で行います

親子の広場

＊さんさん会
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：第１水曜日・３木曜日
　
＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：月 2 回程度の水曜日
場所：多賀保育園
　
＊ *hughug*
対象：2 カ月～ 1 歳くらいまで
活動日：第 2 週の火曜日
参加費：1 回 500 円
※サークルに興味のある方は子育て支援セン
ターまでお問い合わせください。

子育てサークル

＊たんぽぽ広場
　　　対象：妊婦～就学前の親子　
＊おでかけ広場
　　対象：妊婦～就学前の親子
＊すくすくクラブ
　　対象：1 歳半～ 2 歳半の親子（申込制）
＊のびのびクラブ
　　対象：2 歳半～ 4 歳まで（申込制）

山背古道恒例梅探検
日時　平成 2 ７年３月７日 （土） ９時半～１５時頃

集合　ＪＲ長池駅　解散ＪＲ山城青谷駅

案内人 ・ 講師　小西亘氏 （南陽高校教諭 ： 青谷梅林文学散歩著者）

梅まつり会場から一昨年整備された天山、 市辺梅林散策で青谷八勝を巡ります

参加費 ： ３００円 （保険、 資料代）

　　弁当申し込み可　４００円

申し込み、 問い合わせ　山背古道探検隊　事務局　８２－５２１２

共催　山背古道推進協議会　
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　★　　　　　　　　　　　　　　★　　　　　　　　　　　　　　　　★
　　　　　★　　　　　　　　　　　　　　★　　　　　　　　　　　　　　　　★
　　　　　　　　★　　　　　　　　　　　　　　　★

井手町解放文化祭

見つめよう私たちの歴史 育てよう私たちの文化
　サブテーマ　～見直そう、 伝統文化を支えた先人達の技～

第２９回
　差別を許さない人権意識の向上と、住民相互の交流を図ることを目的に、
第２９回井手町解放文化祭が開催されます。
　今回も、人権啓発や地域交流のイベントが多数企画されています。お誘い
あわせのうえ、ご参加ください。

◇日　時　３月１５日（日）　午前 10 時～午後３時
　
◇場　所　いづみ人権交流センター・いづみ児童館
　
◇内　容　作品展示　舞台発表
　　　　　モギ店　小学生手作り工作コーナー　など

[ 記念公演会 ]（午後１時３０分～３時）
第 1 部　講  演　テーマ　「日本の三味線は被差別民からはじまる」
　　　　講  師   元大阪人権博物館学芸員・LLP「あとりえ西濱」代表 
  　　　　　　　　　　　　　　　太　田　恭　治 　さん　
第２部　公  演
　津軽三味線ユニット
　　「来世楽～ rasera ～」の唄と演奏
　　　津軽三味線の迫力ある音色、
　　　　哀愁ある音色をお届けします！

※　お問い合わせは、井手町解放文化祭実行委員会事務局
　　（いづみ人権交流センター内　℡８２－３３８０）まで

太田恭治さん

津軽三味線ユニット「来世楽」

くらしとしごとについて一緒に考えます
　今年４月から生活困窮者自立支援法が施行されますが、京都府内各保健所では、すでに「くらしとしごとの相談
窓口」を設置し支援に取り組んでいます。失業や家庭の事情により生活に困っている方で､ 生活の立て直しを希望
される方、お気軽にご相談ください。（但し金銭面の援助はありません）お一人おひとりの問題について、一緒に
最善の解決方法を考えながら、継続的にお手伝いをします。
　☆相談窓口　京都府山城北保健所綴喜分室　京田辺市田辺明田１
　☆曜日、時間　月曜日から金曜日 ( 祝日、年末年始を除く )
　　　　　　　　９；００～１２；００、１３；００～１６；３０
　☆対象者　　井手町にお住まいの方　( 生活保護受給中の方を除く )
　☆支援対象の例
　　　しごと　　就職活動の方法がわからない。仕事が続かない。自信がない　など。
　　　借金　　　借金整理の仕方がわからない。公共料金、家賃の滞納がある　など。
　　　日常生活　近所つきあいがなく孤立している。家の中の整理ができない　など。
　☆その他　　
　　　相談は時間内ならいつでも可能ですが、出来るだけ事前にお電話をください。
　　　訪問面接も可能です。京都府山城北保健所綴喜分室　地域福祉担当　相談員　荻野（℡６３－５７４７）

■平成２７年度自衛官募集案内
１　募集種目及び試験期日等

募集種目 受付期間 試験期日（締切日必着） 資　格

幹　部
候補生

一　般
( 大卒程度 )

３月１日～
５月１日

１次：５月１６・１７日
（１７日は飛行要員のみ）
２次：６月１６日～１９日
のうち指定する日
３次：７月１３日～８月６日
( 飛行要員のみ、指定する日 )

２２歳以上２６歳未満の者
( ２０以上２２歳未満の者は大卒 ( 見込含 )、
修士課程修了者等（見込含）は 2 ８歳未満）
自衛官は２８歳未満の者

一　般
( 院卒者 )

修士課程修了者等（見込含）で２０歳以上
２８歳未満の者

歯科・
薬剤科

１次：５月１６日
２次：６月１６日～１９日
のうち指定する１日

専門の大卒（見込含）２０歳以上
３０歳未満の者（薬剤は２０歳以上
２６歳未満の者（薬学修士学位取得者は２８
歳未満）

予備自
衛官補

一　般 第１回
１月８日～３月２４日
第２回
７月１日～９月１８日
※第１回で採用予定数に達
した場合、第２回は実施し
ない場合があります。

第１回
　４月１０日～１４日
第２回
　１０月２日～５日

※いずれか１日を指定されます。

１８歳以上３４歳未満の者

技　能 １８歳以上で国家免許資格等を有する者
（資格により５３歳未満～５５歳未満の者）

受付及び問い合わせ先
　　　　　　　自衛隊京都地方協力本部（℡０７５－８０３－０８２０）または、宇治地域事務所（ ℡４４－７１３９）まで
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Information
●

おしらせ
府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

★
文
化
財
連
続
講
座
「
久
津
川
古
墳
群
と
栗

隅
大
溝
」

▼
内　

容　

連
続
講
座
の
８
回
目
と
し
て
、

「
久
津
川
古
墳
群
と
栗
隅
大
溝
」
と
題
し
て

連
続
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日　

時　

２
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

▼
演　

題　
「
久
津
川
古
墳
群
と
栗
隅
大
溝
」　

▼
講　

師　

当
館
資
料
課　

副
主
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

淸
一
郎

▼
聴
講
料　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
必
要
な
し

★
文
化
財
連
続
講
座
【
現
地
講
座
】「
禅
定
寺
の

建
築
と
彫
刻
」

▼
日　

時　

３
月
14
日(

土) 

午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

▼
場　

所　

禅
定
寺
（
宇
治
田
原
町
）

▼
講　

師　

京
都
府
文
化
財
保
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

引
間　

副
主
査　

他

▼
定　

員　

50
名
先
着
順　

▼
参
加
費
用　

無
料
。
た
だ
し
拝
観
料
が
必
要

　
　
　
　
　
　
（
一
般
５
０
０
円
）

▼
申
込
期
限　

３
月
７
日
（
土
）
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

施
設
の
ご
案
内

▼
所 

在 

地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

▼
入 

館 

料　
一
般
２
５
０
円
・
小
中
学
生
70
円

▼
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
火

曜
日
）

　

お
問
い
合
わ
せ
は
府
立
山
城
郷
土
資
料
館 

総
務
課(

℡
86
‐
５
１
９
９)

高
校
生
給
付
型
奨
学
金
の

　
　
　
　
　
受
付
が
始
ま
り
ま
す

◎
支
給
対
象

　

京
都
府
内
で
京
都
市
以
外
の
市
町
村
に
在

住
す
る
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
ひ
と

り
親
家
庭
、
児
童
世
帯
、
障
害
者
世
帯
、
長

期
療
養
者
世
帯
の
子
ど
も
（
20
歳
以
上
65
歳

未
満
の
同
居
者
が
い
る
世
帯
を
除
く
）

◎
申
請
受
付

　

第
１
次
申
請

　
　
　

平
成
27
年
２
月
２
日
～
２
月
27
日

　

第
２
次
申
請

　
　
　

平
成
27
年
６
月
１
日
～
７
月
１
日

※
お
問
い
合
わ
せ
は
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
（
℡
63
‐
５
７
４
７
）、
住
民
福
祉
課
（
℡

82
‐
６
１
６
４
）
ま
で

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
２
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
大
正
琴
》

日
時
／
２
月
13
日
（
金
）、
27
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
太
極
拳
》

日
時
／
２
月
13
日
（
金
）、
27
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
２
月
19
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
健
康
教
室
】

日
時
／
２
月
26
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
張
り
子
ダ

ル
マ
の
絵
付
け
」】

日
時
／
２
月
18
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
が
い
の
あ

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
20
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳

講
座
・
教
室

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す

　
知
事
と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど
い

　
　
　
　
　
参
加
者
の
募
集
に
つ
い
て

　

こ
の
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
が

お
ら
れ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
を
対
象
に
、

京
都
府
知
事
と
お
祝
い
を
す
る
つ
ど
い
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

平
成
27
年
３
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
14
時
30
分

場　

所　

京
都
テ
ル
サ

内　

容　

知
事
と
一
緒
に
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

　
　
　
　

ン
、
記
念
品
贈
呈

申　

込　

平
成
27
年
２
月
20
日
（
金
）
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
「
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い
参

加
希
望
」、
住
所
、
電
話
番
号
、
保
護
者
名
、

新
入
学
児
童
及
び
同
行
さ
れ
る
兄
弟
姉
妹
の

名
前
・
フ
リ
ガ
ナ
・
生
年
月
日
・
性
別
、
最

寄
り
駅
、
参
加
人
数
を
記
入
し
、

〒
６
０
４
‐
０
８
７
４　

京
都
市
中
京
区
清

水
町
３
７
５

　

京
都
府
立
総
合
社
会
福
祉
会
館
内

（
母
子
家
庭
の
方
は
）
京
都
府
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
へ

（
父
子
家
庭
の
方
は
）
京
都
府
民
生
児
童
委

員
協
議
会
へ

郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
希
望
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他　

昼
食
付
き
。
当
日
欠
席
者
に
は
記

念
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

（
母
子
家
庭
の
方
）
京
都
府
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
（
℡
０
７
５
‐
２
２
３
‐
１
３
６
０
・

℻
０
７
５
‐
９
５
０
‐
１
５
０
３
）

（
父
子
家
庭
の
方
）
京
都
府
民
生
児
童
委
員
協

議
会
（
℡
０
７
５
‐
２
５
６
‐
７
０
８
３
・

℻
０
７
５
‐
２
５
６
‐
７
０
８
４
）
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8：55 車いす競技スタート
9：00 マラソンペア駅伝スタート

15：00 終了

大会当日は大規模な渋滞が予想されます。

緊急車両・路線バスの運行確保に
向け、交通渋滞の発生を防ぐため、
自動車の使用をお控えください。

※自転車、歩行者のコース横断も制限されます。
路線バスの経路変更等にもご注意ください。
　問合先　京都市市民スポーツ振興室
　　TEL075-366-0314 FAX075-213-3367

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
２
月
16
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
３
月
２
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉
泉

苑
、
第
２
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
催
し
て
い

ま
す

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
２
月
23
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
２
月
13
日
（
金
）・
27
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
発
達
相
談
》

日
時
／
２
月
26
日
（
木
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
完
全
予
約
制
・
ご
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン

タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
５
）
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
２
月
24
日
（
火
）・
３
月
10
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡
82

‐
６
１
６
５
）
ま
で

各
種
相
談

【
乳
幼
児
健
診
】

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
３
月
６
日
（
金
）

対
象
／
Ｈ
23
・
７
・
11
～
Ｈ
23
・
９
・
30
生

ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
３
月
９
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
25
・
７
・
７
～
Ｈ
25
・
９
・
９
生
ま

れ受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

子 

育 

て

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
２
月
12
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
３
月
５
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

健
　
康

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で
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【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
２
月
・
３
月
の
休
館
日

２
月
２
・
９
・
12
・
16
・
23
・
26
日

３
月
２
・
９
・
16
・
23
・
26
・
30
日

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊　
　

２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊　
　

２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点　
　

１

週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介　

２
月

一
般
書

「
オ
ネ
ス
テ
ィ
」　　
　

石
田 

衣
良

「
壊
れ
た
自
転
車
で
ぼ
く
は
ゆ
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川 

拓
司

「
影
踏
み
鬼
」　　
　
　
　

葉
室 

麟

「
千
春
の
婚
礼
」　　
　

平
岩 

弓
枝

「
高
倉
健
孤
高
の
生
涯　

上
・
下
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
崎 

信
房

「
十
津
川
警
部
八
月
十
四
日
夜
の
殺

人
」　　
　
　
　
　

  

西
村 

京
太
郎

「
女
王
は
か
え
ら
な
い
」　

降
田 

天

児
童
書

「
お
か
め
ひ
ょ
っ
と
こ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

陣
崎 
草
子

「
ね
こ
と
こ
ね
こ
ね
」　

山
村 
浩
二

「
バ
ス
の
た
び
」　　

工
藤 

ノ
リ
コ

「
ト
イ
レ
こ
ち
ゃ
ん
」　

有
田 

奈
央

「
歌
う
樹
の
星
」　　
　
　

風
野 

潮

２
月
・
３
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

２
月
14
日
（
土
）・
３
月
14
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら　

図

書
館
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

《
人
形
劇
》

２
月
12
日
（
木
）
午
前
10
時
15
分

か
ら

会
場
…
玉
川
保
育
園

（
観
覧
は
自
由
で
す
。
皆
様
、
ぜ
ひ

お
い
で
下
さ
い
。）

《
絵
本
の
贈
呈
及
び
読
み
聞
か
せ
・

第
２
回
》

２
月
21
日（
土
）～
３
月
１
日（
日
）

ま
で

※
対
象
の
方
に
は
、
申
込
用
紙
を

送
付
し
て
お
り
ま
す
。

避難所
垣谷 美雨
　なして助がった？流されち
まえば良がったのに－。東日
本大震災で露わになった家族
の実像。段ボールの仕切りす
らない体育館で「絆」を強要
される３人の妻たちの胸中に
迫り、震災の真実を描く。

地域密着繁盛店のつくり方
阿部 貴行
　「オレの店、私たちの店」
＝地域になくてはならない店
になる！累積１億円の赤字経
営を９期連続黒字に変えた著
者が、入退店時に、売場で、
口コミで、お客様を自店の
ファンにする店づくりのノウ
ハウを紹介。

ぷんぷんおばけ
なかがわ ちひろ
　ぷんぷんおばけは、どこの
家にもいるんです。ぷんぷん
おばけの好物は、怒っている
人の頭から出るけむり。家の
中の人が怒れば怒るほど、ぷ
んぷんおばけはうれしそう
…。家族の日常をユニークな
発想で描いた絵本。

パオズになったおひなさま
佐和 みずえ
　よっちゃんとリンちゃん。
日本人と中国人のあいだに、
あたたかな友情が芽ばえまし
た。それなのに、戦争で、ふ
たりは引きはなされることに
なって…。

Ｑ
、
国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　　

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度
と
は
、「
年
金
確
保
支
援
法
」
に
よ
っ
て
、

２
年
を
経
過
し
て
納
付
で
き
な
く
な
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
保
険
料
の
後
納
制
度
に
よ
っ
て
納
付
で
き
る
保
険
料
は
、
過
去
10
年

以
内
に
納
め
忘
れ
が
あ
る
国
民
年
金
の
保
険
料
で
す
。国
民
年
金
保
険
料
は
、

２
年
前
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
後
納
制

度
に
よ
っ
て
、
こ
の
２
年
を
超
え
10
年
前
ま
で
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
納
制
度
の
利
用
期
間
は
、
3
年
間
の
時
限
措
置
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

24
年
10
月
か
ら
平
成
27
年
９
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
人
は
、
次
の
よ
う
な
人
た
ち
で
す
。

・
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
で
、
過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
や
未

　

加
入
期
間
が
あ
る
人
。

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
や
未

　

加
入
期
間
、さ
ら
に
は
任
意
加
入
期
間
中
に
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
人
。

・
65
歳
以
上
の
人
で
、
年
金
の
受
給
資
格
が
な
く
、
任
意
加
入
を
し
て
い
る

　

人
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
後
納
制
度
は
、
現
在
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
保
険
料
（
後
納
保
険
料
）
の

額
は
、
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
額
が
加

算
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
後
納
で
き
る
保
険
料
に
は
、
順
序
が
あ
り
、
過
去
10
年
前
ま
で
の

保
険
料
の
う
ち
最
も
古
い
分
の
保
険
料
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

過
去
10
年
間
に
国
民
年
金
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
方
の
中
で
、
将
来
の
年
金

額
を
増
や
し
た
い
方
や
、
受
給
権
の
確
保
を
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



広報いで H27-0211

ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク包装容器、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入　
れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（2 月 11 日～ 3 月 10 日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン 粗大ごみ ペット

ボトル
プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 2月26日 2月19日 3月5日 2月12日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 2月27日 2月20日 3月5日 2月13日 水曜日 火曜日

上 井 手 区 火・金曜日 3月5日 2月19日 2月26日 2月12日 水曜日 水曜日

多 賀 全 区 火・金曜日 3月5日 2月19日 2月26日 2月12日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

し尿収集日程
収集日 し尿収集

区域番号 収集区域

2月24日 ⑨ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、
茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

2月25日 ⑩ 阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

２月26日 ⑪ 内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、
蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

2月27日 ⑫ 安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内

3月2日 ⑬ 里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、
田村新田

3月3日 ⑭ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、
扇畑、浜田、橋ノ本

3月4日 ⑮ 梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、
下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（℡ 075-631-5171）まで

（プラマーク容器包装）
出せる物・出し方

○　　　　　「プラマーク」のあるボトル類、カップ・トレー類、袋類、チューブ・ふた類、
　　発泡トレー・発泡スチロール類などのうち、簡単な洗浄で汚れが落ちる容器包装

○汚れを取り除いて、透明または半透明の袋に入れて出してください。
○汚れが落ちない容器包装については、「燃やすごみ」に分別してください。

○リサイクルの推進に、ご協力いただきますようお願いいたします。



住民カレンダー
月日 曜日 行　　　　事
２/11 水 建国記念の日

12 木
人形劇（午前 10時 15分～、玉川保育園）
山吹体操クラブ・健康相談（午後 1時半～ 3時、賀泉苑）
パソコン教室 ( 午後 2時半～、午後 6時半～、いづみ人権交流センター )

13 金
大正琴教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（いづみ人権交流センター・予約制、午前11時～）
太極拳教室（午後 1時半～ 3時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後 7時半～ 9時、山吹ふれあいセンター）

14 土 和太鼓教室（午後 1時半～ 3時半、いづみ人権交流センター）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

15 日

16 月
文化協会主催「川柳教室」（午前 9時半～正午、山吹ふれあいセンター）
親子クッキング（午前 10時～正午、子育て支援センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後 1時～、賀泉苑）
井手玉川大学閉講式・第７回講座（午後１時半～、自然休養村管理センター）

17 火 手芸教室（午後 1時半～ 3時半、いづみ人権交流センター）
18 水 生き生きふれあいサロン（午後 1時半～、老人福祉センター玉泉苑）

19 木 ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
パソコン教室 ( 午後２時半～５時、いづみ人権交流センター )

20 金
21 土
22 日 森林体験教室（午前 10時～、大正池グリーンパーク）

23 月 無料法律相談 ( 午後 2時～ 4時、玉泉苑）
手芸教室（午後 1時半～ 3時半、いづみ人権交流センター）

24 火
すくすくクラブ（午前10時～ 11時 40分、子育て支援センター）
手芸教室（午後 1時半～ 3時半、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室）

25 水 文化協会主催「古文書入門教室」（午後７時～ 8時半、山吹ふれあいセンター）

26 木 発達相談（保健センター・完全予約制）
健康教室（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）

27 金
大正琴教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（いづみ人権交流センター・予約制、午前11時～）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

28 土 IDE ゆうゆうスポーツクラブ（午前 9時半～、町内）
3/1 日 無火災デー防火パレード
２ 月 心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後 1時～、玉泉苑）

３ 火 のびのびクラブ（午前10時～ 11時 40分、子育て支援センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

４ 水 育児相談（午前９時半～ 10時半、西部公民館）
５ 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
６ 金 ３歳児健診（午後１時～１時半、保健センター）
７ 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ・スキースクール（飛騨高山スキー場）
８ 日 IDEゆうゆうスポーツクラブ・スキースクール（飛騨高山スキー場）
９ 月 １歳半健診（午後１時～１時半、保健センター）
10 火 障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室）

(12 月 9日から 1月 19日までの届け出分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人
井 手 渡 辺　啓

けい
 太

た
岳 治

〈
出
生
〉

おめでとうございます
まちのカレンダー
（2月11日～3月10日）
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